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令
和
元
年
度
初
の
総
会
は
、
五
月 

十
八
日
（
火
）
午
後
六
時
か
ら
例
年

通
り
仙
台
工
業
高
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
の
方
々
と
、
仙
台
大

志
高
校
、
仙
台
工
業
高
校
か
ら
校
長
、

事
務
局
の
先
生
方
が
出
席
、
約
一
時

間
半
に
わ
た
り
、
七
月
二
十
九
日

（
月
）
に
行
わ
れ
る
仙
台
市
へ
の
要

望
に
つ
い
て
の
検
討
や
活
発
な
議

論
、
各
校
の
現
状
を
踏
ま
え
た
情
報

交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
仙
台
工
業
高
校
丹
野
校

長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
﨑

野
会
長
の
挨
拶
、
前
年
度
の
事
業
報

告
、
会
計
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
の
要
望
事
項
で
あ
っ
た

就
職
支
援
員
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
継
続
配
置
に
関
し
て
は
、

仙
台
市
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
善
処

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
本
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台

市
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
、
仙
台
大

志
高
校
、
仙
台
工
業
高
校
と
も
、
引 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

き
続
き
就
職
支
援
員
と
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
両 

校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
豊
か
な
学
校 

    

生
活
を
送
る
た
め
に
は
絶
対
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る 

こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
学
校
独
自
の
要
望
事
項
と

し
て
、
仙
台
工
業
高
校
か
ら
「
敷
地

北
側
の
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
北
側

公
道
の
歩
道
樹
木
の
剪
定
」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
敷
地
内
に
植
樹
さ
れ 

た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
等
が
校
舎
四
階 

に
届
く
ほ
ど
に
生
長
し
過
ぎ
た
た

め
、
定
時
制
校
舎
の
採
光
等
で
支
障

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
。
校
地
の
外

の
樹
木
も
歩
道
に
か
か
り
学
校
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
方
々

の
往
来
の
障
害
と
な
る
危
険
性
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
仙
台

大
志
高
校
の
「
調
理
室
厨
房
施
設
の

改
修
」
に
つ
い
て
、
役
員
の
方
々
か

ら
継
続
し
て
要
望
す
べ
き
と
の
意

見
に
よ
り
、
引
き
続
き
仙
台
市
に
求

め
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。 役

員
案
で
は
、
長
年
、
仙
定
振
の

活
動
に
貢
献
く
だ
さ
っ
た
﨑
野
会

長
が
ご
勇
退
さ
れ
参
与
と
な
り
、
青

澤
副
会
長
が
新
し
く
会
長
に
就
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

各
校
の
近
況
報
告
で
は
、
仙
台
大

志
高
校
の
佐
藤
校
長
か
ら
は
、
今
年

度
の
高
校
入
試
志
願
者
状
況
と
オ 

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
の
「
開
か

れ
た
学
校
」
が
志
願
者
を
増
や
し
た

の
で
は
と
い
う
話
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
仙
台
工
業
高
校
の
丹
野
校
長
か

ら
は
、
少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
減

少
が
「
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
人
材
を
育

て
る
工
業
教
育
」
に
与
え
る
不
安
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

出
席
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ま

か
ら
は
「
中
学
校
や
社
会
に
対
し
定

時
制
高
校
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
方
策
を
と
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
意
見
を
ま
と
め
て
協
議
を

終
了
し
ま
し
た
。 

最
後
に
閉
会
の
言
葉
を
岡
本
副

会
長
か
ら
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
仙

定
振
を
盛
り
上
げ
、
定
時
制
教
育
に

寄
与
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
  
 

仙

定

振

総

会 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

が
定
時
制
高
校
に
通
っ
て
こ
ら
れ

た
４
年
間
、
た
く
さ
ん
の
友
人
と
多

く
の
時
間
を
過
ご
し
様
々
な
思
い

出
を
作
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
「
昼
働
き
夜
学

ぶ
」
生
活
で
得
ら
れ
た
知
識
や
技
能

は
、
将
来
の
人
生
に
お
い
て
、
き
っ

と
大
切
な
宝
と
な
り
大
き
な
力
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
周

囲
に
は
、
毎
日
近
く
で
励
ま
し
て
く

れ
た
友
人
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
先
生
方
や
事
業
主
の
方
々
、
そ

し
て
今
日
ま
で
ご
家
庭
か
ら
学
校

へ
送
り
だ
し
て
下
さ
っ
た
ご
家
族

が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
皆
さ
ん
に
是

非
今
日
の
日
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
を
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。 

重
ね
て
、
今
日
こ
こ
に
「
卒
業
」

と
い
う
新
し
い
門
出
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
卒
業
生
を
陰
な
が
ら
支
え

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、
当

会
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
会
こ
と
仙
台
市
立
高
等

学
校
定
時
制
教
育
振
興
会
（
略
称
：

仙
定
振
）
は
昭
和
三
十
七
年
に
発
足

し
て
以
来
五
十
有
余
年
、
教
育
界
を

は
じ
め
政
財
界
か
ら
の
協
力
を
い

た
だ
き
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
定
時
制
高
校
に
通
う

生
徒
た
ち
の
教
育
に
関
わ
り
、
微
力

な
が
ら
も
物
心
両
面
に
わ
た
り
下

支
え
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、

県
内
は
も
と
よ
り
国
内
外
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

定
時
制
高
校
に
入
学
す
る
生
徒

を
取
り
巻
く
環
境
、
社
会
情
勢
も
、

こ
こ
数
年
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
将
来
へ
向
け
希
望
を
持
ち
、
精

一
杯
の
努
力
で
未
来
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
若
者
の
姿
勢
に
多
く
の

大
人
が
好
感
を
持
ち
、
そ
の
力
に
期

待
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
仙
定
振

も
未
来
に
向
け
努
力
す
る
定
時
制

高
校
生
と
そ
の
卒
業
生
を
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
元

号
も
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と

移
り
、
日
本
は
新
し
い
時
代
へ
と
動

き
出
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
定
時
制
高
校
で
培
っ
た
力
を

生
か
し
、
新
し
い
時
代
の
担
い
手
と

し
て
大
き
く
飛
躍
し
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

仙
定
振
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
皆
さ

ん
の
ご
健
闘
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す 
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卒
業
す
る
み
な
さ
ん
へ 

 

「
新
し
い
門
出
に
向
け
て
」 
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青 

澤 

誠 

治 
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□
令
和
元
年
度
仙
台
市
へ
の
要
望

書
提
出
は
、
七
月
二
十
九
日
、
仙
台

市
役
所
上
杉
分
庁
舎
二
階
教
育
局

第
三
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
本
会
よ

り
青
澤
誠
治
会
長
、
岡
本
浩
行
副
会

長
、
栗
原
憲
昭
副
会
長
、
佐
藤
正
昭

常
任
委
員
、
浦
山
孟
吉
委
員
及
び
各

校
事
務
局
員
が
訪
問
し
、
仙
台
市
側

か
ら
は
佐
々
木
洋
教
育
長
を
は
じ

め
幹
部
職
員
の
皆
様
が
列
席
さ
れ

た
。 ま

ず
、
青
澤
会
長
が
佐
々
木
教
育

長
へ
要
望
書
を
手
渡
し
、
そ
の
後
、

青
澤
会
長
な
ら
び
に
佐
々
木
教
育

長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
青

澤
会
長
は
仙
台
市
の
定
時
制
教
育

に
対
す
る
、
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対

し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
。
一
方
、

佐
々
木
教
育
長
は
、
勤
労
青
少
年
の

学
び
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
定
時

制
教
育
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

本
年
度
の
要
望
に
対
し
て
高
校

教
育
課
の
田
中
課
長
は
教
育
活
動

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
と
述

べ
ら
れ
、
健
康
教
育
課
の
渡
辺
係
長

か
ら
は
将
来
の
校
舎
の
大
規
模
改

修
に
あ
わ
せ
て
の
改
善
検
討
に
つ

い
て
の
ご
説
明
が
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
懇
談
と
な
り
、
岡
本
副

会
長
、
栗
原
副
会
長
、
佐
藤
常
任
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
不
登
校
に
な

る
理
由
や
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と

で
よ
り
良
い
方
策
作
り
に
役
立
て

ら
れ
な
い
か
、
ま
た
定
時
制
高
校
の

良
さ
を
小
・
中
学
校
に
周
知
す
る
方

法
、
職
業
教
育
の
必
要
性
等
、
活
発

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。 

    
 

令
和
元
年
度
要
望
事
項 

 
 

一
、
仙
台
大
志
高
等
学
校
及
び
仙
台

工
業
高
等
学
校
共
通
要
望
事
項 

 

１ 

就
職
支
援
員
の
継
続
配
置

に
つ
い
て 

２ 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
継
続
配
置
及
び
工
夫
を
凝

ら
し
た
支
援
の
充
実
に
つ
い

て 
 二

、
各
校
か
ら
の
要
望
事
項 

○
仙
台
大
志
高
校 

調
理
室
厨
房
設
備
の
改
修

(

吸
排
気
設
備
の
更
新
と
下
処 

理
室
の
設
置)

 
 

○
仙
台
工
業
高
校 

敷
地
北
側
の
樹
木
の
伐
採
お

よ
び
北
側
公
道
の
歩
道
樹
木

の
剪
定 

学

校

だ

よ

り 
   

平
成
三
十
一
年
度
の
仙
台
工
業
高

校
定
時
制
課
程
は
、
建
築
土
木
科
八

名
、
機
械
科
十
名
の
新
入
生
を
そ
れ

ぞ
れ
迎
え
、
全
校
生
徒
七
十
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
少
子
化
に
伴
う

生
徒
数
減
少
の
中
、
様
々
な
制
約
や

課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
、
学

習
だ
け
で
は
な
く
仕
事
・
部
活
動
・
学

校
行
事
あ
る
い
は
資
格
取
得
な
ど
多

方
面
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

特
に
学
校
で
は
、
工
業
高
校
と
し

て
資
格
取
得
に
力
を
注
ぎ
、
年
間
を

通
じ
て
始
業
前
や
放
課
後
に
講
習
を

実
施
し
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
計

算
技
術
検
定
、
危
険
物
取
扱
者
、
パ
ソ

コ
ン
利
用
技
術
検
定
を
は
じ
め
と
し

て
、
建
築
土
木
科
で
は
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

検
定
、
建
築
・
土
木
施
工
管
理
検
定
、

測
量
士
補
、
技
能
士
（
建
築
大
工
）
等

に
取
り
組
み
、
機
械
科
に
お
い
て
も
、

機
械
検
査
、
機
械
保
全
、
機
械
加
工
、

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
、
ア
ー
ク
溶
接

特
別
教
育
、
第
二
種
電
気
工
事
士
、
Ｑ

Ｃ
検
定
等
、
各
科
の
専
門
的
資
格
取

得
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

一
方
、
部
活
動
で
は
学
習
や
ア
ル

バ
イ
ト
で
限
ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
、

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
本
年

度
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
・
柔
道
部
が
全
国
大
会
出
場

を
果
た
す
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
学
校
行
事
で
は
秋
の
体
育

祭
が
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
生

徒
・
職
員
の
枠
を
超
え
て
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

 （
※
学
校
だ
よ
り
の
内
容
に
つ
い
て

は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る

た
め
、
本
校
分
の
内
容
に
限
定
し
て

お
り
ま
す
。） 

市 
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工

業

高
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学
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